感
幸せへの道
他のどの美徳よりも幸福につながる一つの美徳について考えなさい。それはなぜですか。
私は、感謝は幸福へと導き、感謝のなさは暗闇と高慢、そして最終的には神からの分離へと導くと信じています。使徒の働きパウロは、まさにこの点を述べています。
²¹ 彼らは、確かに神を知っているのです。けれども、そのことを認めず、神を礼拝せず、日々神に守られていることを感謝しようともしません。やがて彼らは、神がどのようなお方か、また自分たちに何を求めておられるかについて、愚かなことを考えるようになりました。その結果、彼らの心はくもり、訳がわからなくなったのです。 ²² 「神なんか信じなくてもいい、自分は賢いのだ」と主張しながら、実際には、全くの愚か者になってしまいました。 ²³ そして、栄光に輝き、永遠に生きておられる神を礼拝する代わりに、木や石で、鳥や獣や蛇あるいは滅ぶべき人間の偶像を造り、それを神としたのです。
- ローマ人への手紙 1:21-23
感謝の欠如は、他のすべての罪、弱さ、過ち、知恵の欠如へとつながる最初の罪です。それは転換点であり、そこからあなたは「つまずいて」他のすべてへと進んでしまいます。まるで、感謝があなたを神へと推進し、感謝の欠如があなたを神から遠ざけるかのようです。それは、あなたが制御する事柄、行動、またはてこであり、あなたを一方の方向または別の方向へ動かすものです。
感謝は、人生における良いことにも悪いことにも適切に対処する助けとなります。パウロはピリピ人への手紙にも次のように書いています。
¹⁰ あなたがたがまた助けてくれるようになって、どんなに感謝し、主を賛美しているか知れません。あなたがたはいつもできるかぎりのものを私に送ろうと心がけていたのに、機会に恵まれなかったのです。 ¹¹ 生活に困っていたから、こう言うのではありません。私は、物が豊富にあろうとなかろうと、楽しく生きていくすべを学びました。 ¹² 無一文の時にも、何でもそろっている時にも、どのように生活すべきか知っています。満腹の時にも空腹の時にも、豊かな時にも貧しい時にも、どんな境遇でも満足する秘訣を身につけました。 ¹³ 力を与え、強めてくださる方によって、私は、神に求められるどんなことでもできるからです。
- ピリピ人への手紙 4:10-13
パウロは、豊かなときにも乏しいときにも満ち足りていました（幸福で、満足していました）。なぜでしょうか。どのような状況においても、神が備えてくださったものに感謝していたからです。彼の幸福は、自分がどれだけ持っているか、あるいは持っていないかではなく、神との親密さと神への信頼（それは彼の感謝によって絶えず可能にされていました）に基づいていました。彼の幸福は、人生がどれほどうまくいっているか、また宣教がどれほど成功しているかに基づいていたのではありません（彼がピリピ人への手紙を書いたとき、彼は牢獄にいました）。彼の幸福は、神との個人的な関係に直接結びついており、その関係が親密なものであったのは、パウロが人生におけるすべてのこと――大きなことも、小さなことも、困難なことも、容易なことも――について絶えず感謝をささげていたからです。
ですから、この食べ物、この日、この家族、そして私たちの人生におけるその他すべてのものについて感謝をささげましょう。それによって、感謝に満ちた心を通して、キリストにあって永遠の幸福と喜びを約束してくださる神に、ますます近づくことができますように。
パウロがエフェソの信徒への手紙で述べているように：
¹⁵¹⁶ ですから、自分の行動によくよく注意しなさい。今は困難な時代です。愚か者にならないで、賢くなりなさい。あらゆる機会を十分に生かして、正しい行いをしなさい。 ¹⁷ 軽率に行動せず、主が望んでおられることを実行しなさい。 ¹⁸ 酒を飲みすぎてはいけません。そこには多くの悪が潜んでいるからです。むしろ、御霊に満たされ、支配していただきなさい。 ¹⁹ 聖なる歌をうたい、心の中で主に向かって賛美しながら、互いに主について語り合いなさい。 ²⁰ いつも、あらゆることを、主イエス・キリストの名によって、父なる神に感謝しなさい。
- エペソ人への手紙 5:15-20
